
委 員 会 報 告
● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

各常任委員会では、12月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会（

海
野
隆
平
委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
秋
田
県
雄
勝
郡
羽
後
町

　
（
調
査
事
項
）

定
住
支
援
に
つ
い
て

　

羽
後
町
は
昭
和
30
年
に

１
町
６
ヶ
村
が
合
併
。
少

子
高
齢
化
等
に
よ
り
現
在

１
万
６
４
０
０
人
と
な

り
、
人
口
減
対
策
と
し
て

平
成
18
年
３
月
に
定
住
促

進
条
例
を
制
定
し
、「
移

住
」「
定
住
」「
支
援
」
と

３
つ
の
施
策
を
展
開
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し

て
、
オ
ー
ル
電
化
の
定
住

体
験
住
宅
を
建
築
し
て
お

り
、
併
せ
て
世
話
係
と
し

て
の
サ
ポ
ー
ト
団
体
も
設

立
さ
れ
て
い
た
。

○
秋
田
県
横
手
市

　
（
調
査
事
項
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開
局
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

横
手
市
は
平
成
26
年
現

在
人
口
９
万
６
２
４
４
人

と
秋
田
県
で
第
２
の
人
口

規
模
で
あ
る
。
開
局
ま
で

の
経
緯
は
、
横
手
商
工
会

議
所
を
中
心
に
、
平
成
20

年
９
月
に
Ｆ
Ｍ
検
討
特
別

チ
ー
ム
を
設
置
、
76
社
か

ら
２
０
７
０
万
円
の
出
資

を
得
て
、
平
成
23
年
４
月

よ
り
横
手
か
ま
く
ら
Ｆ
Ｍ

が
開
局
さ
れ
て
い
る
。
市

の
行
政
情
報
は
１
日
３
回

約
10
分
間
の
放
送
で
、
緊

急
放
送
に
つ
い
て
は
、「
緊

急
放
送
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
、
ラ
ジ
オ
局
や
市

に
よ
る
割
込
み
放
送
が
で

き
る
と
な
っ
て
い
た
。

第
24
回
全
国
消
防
操
法
大
会

○
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

　
（
調
査
事
項
）

　

大
隅
南
分
団
は
、
小
型

ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
れ
た
操

法
技
術
を
披
露
し
、
タ
イ
ム

41
・
34
秒
、
総
合
得
点
83

点
と
な
り
全
国
24
消
防
団

中
12
位
の
成
績
で
し
た
。

　

１
位
は
岡
山
市
消
防
団

で
あ
っ
た
。

　

都
城
市
・
三
股
町
・
志

布
志
市
・
曽
於
市
の
４
つ
の

ま
ち
が
連
携
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
圏
域
に
必
要

な
都
市
機
能
、
生
活
機
能

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
21
年
10
月
に
協
定

書
を
締
結
し
て
お
り
、
今

回
の
変
更
協
定
の
内
容
は
、

「
防
災
及
び
消
防
」「
移
住

の
促
進
」「
地
域
公
共
交
通
」

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

意
見　

環
境
分
野
の
水
資

源
の
問
題
、
生
活
対
策
と

し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
が

見
落
と
さ
れ
て
お
り
、
協

定
書
の
中
に
盛
り
込
ま
れ

る
よ
う
、
今
後
協
議
を
進

め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

問　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

補
正
の
内
容
は
。

答　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と

寄
附
金
は
非
常
に
好
評
で

あ
り
、
６
月
と
９
月
に
補

正
し
た
が
足
ら
ず
、
今
回

１
億
円
を
追
加
補
正
し
た
。

問　

総
務
管
理
事
務
費
の

補
正
内
容
は
。

答　

税
務
署
か
ら
の
自
己

点
検
調
査
が
あ
り
本
来
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

税
金
を
認
識
不
足
の
た
め

に
10
課
で
83
件
の
８
７
０

万
７
６
３
２
円
の
源
泉
所

得
税
の
漏
れ
が
あ
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
徴
収
漏
れ
に
よ

る
不
納
付
加
算
税
39
万
５

５
０
０
円
と
延
滞
税
34
万

３
２
０
０
円
を
計
上
し
て

い
る
。
対
象
業
者
は
４
業

者
で
あ
る
。

問　

総
務
管
理
費
（
広
報

費
）
59
万
４
０
０
０
円
の

内
訳
は
。

答　

来
年
７
月
で
合
併
10

周
年
を
迎
え
る
た
め
、
記

念
誌
製
作
を
委
託
す
る
の

で
本
年
度
は
資
料
の
収
集
・

構
成
を
行
い
、
27
年
度
で

記
念
誌
を
印
刷
す
る
計
画

で
あ
る
。

問　

定
住
促
進
対
策
事
業

の
26
年
度
の
実
績
と
、
６

７
５
万
円
の
増
額
補
正
の

内
訳
は
。

答　

今
年
の
４
月
か
ら
10

月
ま
で
の
実
績
は
76
件
の

取
得
に
対
し
、
定
住
取
得

祝
い
金
５
８
５
万
円
、
商
品

券
５
８
５
万
円
を
交
付
し

て
お
り
11
月
か
ら
３
月
ま

で
の
申
請
を
52
件
と
見
込

み
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
実
績
は

い
く
ら
か
。

答　

平
成
24
年
度
は
１
０
６

件
で
１
５
３
０
万
円
、
平
成

25
年
度
は
91
件
で
１
４
２
０

万
円
の
実
績
で
あ
る
。

横手市にて研修

☆ 

宮
崎
県
都
城
市
と
の
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
変
更
協
定
の
締
結

☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
今
鶴
治
信
委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
恒
吉
小
学
校　

　

昭
和
58
年
に
結
成
さ
れ

た
緑
の
少
年
団
は
、
門
松

つ
く
り
、
校
区
祭
で
の
募

金
活
動
、
シ
イ
タ
ケ
の
駒

打
ち
体
験
な
ど
活
発
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
菅
牟
田
小
学
校

　

児
童
数
７
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

戸
数
４
戸
の
同
校
は
、
小

規
模
校
ゆ
え
多
人
数
を
前

に
し
た
発
表
機
会
の
不
足

に
対
し
て
、
地
域
行
事
の

場
で
機
会
を
創
出
し
て
い

た
だ
き
補
っ
て
い
る
。

○
末
吉
中
学
校

　

心
に
届
く
あ
い
さ
つ
、
身

な
り
の
よ
さ
は
同
校
の
誇

り
で
あ
り
、
そ
の
評
価
を

聞
き
つ
け
て
都
城
市
や
鹿

屋
市
か
ら
の
入
学
生
も
見

ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
中
学
校
統
合
後
も
新

入
生
が
円
滑
に
中
学
校
生

活
に
溶
け
込
め
る
よ
う
生

徒
会
等
に
よ
り
中
学
校
生

活
、
部
活
動
等
を
紹
介
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
各
小

学
校
へ
の
学
校
紹
介
に
利

用
し
て
い
る
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

○
高
岡
小
学
校

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
お
い
て
県
の
平
均

を
上
回
る
定
着
度
を
達
成

し
て
い
る
。
校
庭
の
イ
チ
ョ

ウ
の
木
に
実
る
銀ぎ
ん
な
ん杏

は
、

先
生
、
児
童
全
員
で
調
製

か
ら
袋
詰
め
、
販
売
に
取

り
組
み
、
児
童
会
の
活
動

費
に
充
て
て
い
る
。

○
光
神
小
学
校

　

学
力
の
向
上
を
課
題
と

し
て
と
ら
え
、
学
校
で
の

授
業
を
基
本
と
し
つ
つ
、
家

庭
と
の
連
携
に
よ
る
「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

運
動
な
ど
生
活
習
慣
の
確

立
を
通
じ
た
学
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

○
財
部
南
小
学
校

　

同
校
は
愛
鳥
モ
デ
ル
校

と
し
て
、
校
内
に
設
置
し

た
巣
箱
の
観
察
、
校
外
の

野
鳥
観
察
等
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
平
成
25
年
日
本

鳥
類
連
盟
「
奨
励
賞
」
を

は
じ
め
、
過
去
に
も
数
々

の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

新
教
育
長
の
も
と
、
学

力
向
上
対
策
、
学
校
経
営

の
あ
り
方
等
に
関
す
る
教

育
委
員
会
の
方
針
や
独
自

性
に
つ
い
て
は
、
早
い
時
期

で
の
表
明
を
求
め
る
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
数

確
保
や
学
力
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

市
内
で
成
果
を
あ
げ
て
い

る
例
を
参
考
に
す
る
な
ど

各
学
校
の
横
の
連
携
も
重

要
で
あ
る
。

問　

放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。

答　

末
吉
中
央
児
童
ク

ラ
ブ
は
小
学
校
３
年
生
ま

で
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
来
年
度
か
ら
６
年
生
ま

で
が
対
象
と
な
り
教
室
が

不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
曽
於
北
部
水

利
事
業
所
に
お
い
て
不
要

と
な
る
プ
レ
ハ
ブ
建
物
の
購

入
及
び
設
置
工
事
に
要
す

る
費
用
の
追
加
で
あ
る
。

問　

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
事
業
委
託
料
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
の

３
年
間
に
わ
た
り
、
新
た

に
中
谷
コ
ー
ス
を
含
む
１

億
５
１
５
８
万
円
を
限
度

と
す
る
債
務
負
担
行
為
が

設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
。

答　

中
谷
地
区
の
生
徒
に

つ
い
て
は
、
昭
和
45
年
の
財

部
中
学
校
と
中
谷
中
学
校

の
統
合
以
降
、
自
転
車
通

学
ま
た
は
保
護
者
に
よ
る

送
迎
に
よ
り
通
学
し
て
い

る
。

　

平
成
24
年
度
の
統
合
を

機
に
運
行
が
開
始
さ
れ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
係

る
要
望
に
応
え
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
諸
事
情
を
考
慮
し

て
平
成
27
年
度
か
ら
新
た

に
中
谷
コ
ー
ス
を
新
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

意
見　

不
公
平
の
是
正
は

評
価
す
る
が
、
利
用
者
が

少
数
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、
小
型
バ
ス
の
利
用
や

既
存
コ
ー
ス
の
ル
ー
ト
変

更
に
よ
る
対
応
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

問　

高
額
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
１
３
６
０

万
円
の
増
額
は
。

答　

世
帯
単
位
で
医
療
費

と
介
護
費
の
１
年
間
の
自

己
負
担
が
著
し
く
高
額
に

な
っ
た
場
合
に
負
担
を
軽

減
す
る
も
の
で
あ
り
、
実

績
見
込
み
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

野鳥観察用の巣箱

☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

☆ 

平
成
26
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
の

補
正

児童クラブに使われるプレハブ



有里 ･割田橋線

土壌診断中

☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
八
木
秋
博
委
員
長
）

４
２
戸
、
う
ち
一
般
空
室

63
戸
、
入
居
不
可
（
政
策

空
き
家
）
79
戸
で
あ
る
。

　

特
に
空
き
家
が
多
い
の

は
、
川
内
団
地
17
戸
、正
ヶ

峯
団
地
12
戸
、
天
神
丘
団

地
９
戸
、
中
須
団
地
７
戸

で
あ
る
。

意
見　

市
営
住
宅
が
効
率

よ
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
広

報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
空
き
家
、
空
室
状
況

を
幅
広
く
周
知
し
て
い
く

よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

問　

曽
於
の
う
ま
い
も
ん

Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
し

て
加
工
品
が
大
変
な
人
気

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

品
質
保
持
に
つ
い
て
今
後

の
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答　

確
か
な
品
質
を
保
持

で
き
る
よ
う
な
事
業
所
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

安
定
的
に
品
物
を
供
給
で

き
る
事
業
所
で
あ
る
こ
と

も
、
選
定
基
準
の
一
つ
で

あ
る
。
高
度
な
情
報
化
社

会
の
中
で
悪
評
が
一
度
た

つ
と
、
そ
の
信
頼
回
復
に

は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う

こ
と
は
十
分
に
予
想
で
き

る
。
事
業
所
選
定
も
含
め

て
品
質
保
持
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問　

今
後
、
耕
種
部
門
に

つ
い
て
も
取
り
入
れ
て
い

く
考
え
が
な
い
か
。

答　

耕
種
部
門
に
つ
い
て

は
、
取
り
組
め
る
品
目
が

な
い
か
検
討
し
た
い
。

問　

土
壌
診
断
事
業
の
内

容
実
績
。
そ
の
結
果
対
応

は
。

答　

曽
於
市
有
機
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
あ
る
土
壌

診
断
室
に
お
い
て
無
料
で

行
っ
て
お
り
、
近
年
甘
藷

畑
の
診
断
が
増
え
て
お
り

平
成
25
度
３
９
２
件
、
今

年
度
は
さ
ら
に
増
加
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
診
断
処
方

箋
に
基
づ
い
て
施
肥
改
善

を
行
い
土
づ
く
り
や
環
境

保
全
型
農
業
を
進
め
て
い

る
。

問　

活
動
火
山
周
辺
地
域

防
災
営
農
対
策
事
業
補
助

金
の
現
状
と
対
象
者
選
定

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

答　

飼
料
用
作
物
収
穫
調

整
用
機
械
導
入
資
金
が
主

で
、
県
補
助
金
65
％
、
組

合
（
60
歳
未
満
３
名
以
上

で
構
成
）
35
％
で
、
本
年

度
は
６
件
の
採
択
が
あ
っ

た
。

　

同
事
業
で
の
取
り
組
み

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
々

は
準
備
が
整
い
次
第
、
順

次
事
業
導
入
の
た
め
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。

問　

そ
の
内
容
と
必
要
性

は
。

答　

今
回
、
都
城
市
の
道

路
台
帳
の
整
理
に
あ
た
り

引
き
続
き
都
城
市
が
維
持

管
理
す
る
た
め
に
、
旧
財

部
町
・
末
吉
町
に
お
い
て

承
諾
し
た
大
塚
１
７
２
号

線
、
弊
次
・
踊
橋
線
、
狐

塚
中
通
線
、
有
里
・
割
田

橋
線
、
緩
毛
原
南
線
等
の

８
路
線
の
一
部
を
そ
れ
ぞ

れ
廃
止
す
る
。

　

新
た
に
蓑
原
、
緩
毛
原
、

三
枝
、
高
岡
口
の
４
路
線
に

つ
い
て
再
認
定
す
る
こ
と
を

承
諾
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
逆
に
曽
於
市
が
区
域

を
こ
え
て
市
道
認
定
し
て

い
る
路
線
は
９
路
線
あ
り
、

建
設
省
通
達
に
よ
り
曽
於

市
に
お
い
て
は
現
在
改
め

て
路
線
の
認
定
等
手
続
き

を
行
う
必
要
は
な
い
。

問　

市
営
住
宅
の
空
き
家
、

空
室
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

市
営
住
宅
に
つ
い
て

は
11
月
30
日
現
在
管
理
戸

数
１
０
２
３
戸
、
う
ち
入

居
戸
数
８
８
１
戸
（
入
居

率
86
・
１
％
）、
空
室
１

☆ 

都
城
市
が
区
域
を
こ
え

て
市
道
の
路
線
廃
止
と

新
た
な
認
定
の
承
諾
に

つ
い
て



　

平
成
26
年
11
月
18
日
か
ら
20

日
に
か
け
て
、
全
国
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た
京

都
府
の
南
山
城
村
議
会
、
久
御

山
町
議
会
を
研
修
い
た
し
ま
し

た
。

　

南
山
城
村
は
京
都
府
唯
一
の

村
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宇
治
茶

の
生
産
で
た
い
へ
ん
有
名
な
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
作
成
に
当
た
り
、

い
か
に
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら

え
る
か
一
番
の
決
め
手
は
表
紙
の

写
真
で
あ
り
、
読
者
の
関
心
を

引
き
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

毎
回
１
０
０
枚
を
超
え
る
写

真
を
撮
り
、
そ
の
中
か
ら
選
定

し
、
必
ず
デ
ー
タ
修
正
、
加
工

を
行
う
な
ど
、
完
成
度
の
高
さ

に
感
心
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
久
御
山
町
は
、
１
７
０

０
あ
ま
り
の
事
業
所
が
あ
る
、

税
収
豊
か
な
地
方
交
付
税
を
受

け
な
い
健
全
財
政
な
町
で
あ
り

ま
す
。

　

広
報
紙
の
特
徴
と
し
て
、
表

紙
の
「
く
み
や
ま
」
の
手
書
き

題
字
を
町
内
３
小
学
校
の
１
年

生
か
ら
公
募
し
審
査
の
上
、
採

用
し
て
い
ま
し
た
。
採
用
さ
れ

た
児
童
は
裏
表
紙
で
紹
介
さ
れ

ま
す
。
親
も
先
生
も
議
会
だ
よ

り
に
関
心
を
持
た
れ
、
読
ん
で

も
ら
え
る
と
い
う
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト

は
必
ず
掲
載
し
、
全
国
か
ら
来

町
「
よ
う
こ
そ
久
御
山
町
へ
」

の
見
出
し
で
視
察
研
修
に
来
ら

れ
た
市
町
村
議
会
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
等
、
豊
富
な
内
容
の
あ

る
も
の
で
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
を
機
に
、
議
会

だ
よ
り
編
集
の
な
か
で
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
等
調
査
特
別
委
員
会

研
修
報
告　
　
　
　
九
日
克
典
委
員
長

九
日
克
典
委
員
長

○ 　議員として在職 35年以上在職し、地方自治の振興発展及び住民福祉の向上に
尽くした功績を讃え総務大臣より感謝状が贈られました。

南山城村議会にて研修

表紙フォトグランプリ受賞

徳峰　一成議員　（町議：26年 2ヶ月、市議 9年 4ヶ月）




